
BRJマウス (BALB/c Rag-2-/-Jak3-/-)

・由来：熊本大学で樹立

2023年に日本エスエルシー株式会社に導入

・株式会社セツロテック社の委託生産・販売動物

BRJ マウス
NOD/Scidマウスをベースとした

高度免疫不全マウス

免疫系

T/Bリンパ球 欠損 欠損

NK細胞 欠損 欠損

補体 あり（弱い） 欠損

マクロファージ
(SIRPα)

ヒトCD47に結合（＋） ヒトCD47に結合（＋＋＋）

ヒト化マウス作製 ＋＋ ＋＋＋

ヒト固形腫瘍の生着 ＋＋＋ ＋＋＋

ヒト血液腫瘍の生着 ＋＋ ＋＋＋

ストレス耐性 強い(抗腫瘍薬耐性) 弱い(抗腫瘍薬に感受性)

放射線感受性 耐性（LD: 9Gy) 感受性（LD: 3Gy)

BRJマウスとNOD/Scidマウスをベースとした高度免疫不全マウスの比較
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日本エスエルシー株式会社営業部
BRJマウスに関するご注文・ご相談など

BRJマウスの特長
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1.リンパ球・NK細胞欠損およびマクロファージ・樹状細胞の機能異常のため、ヒト正常細胞・癌細胞

の生着が可能。

2.NOD/Scidマウスをベースとした高度免疫不全マウスに比べて丈夫であり、薬剤耐性のため薬剤感受

性試験に最適である。

3.①ヒト癌研究 （特に PDX 作製）、②ヒトに特有の感染症研究（HIV など）、③再生医療研究（iPS,

 ES）等に最適化されている。

高度免疫不全マウス
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